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イ ン タ ー ネ ッ ト

歴史の一幕 I n t e r n e t
H i s t o r y

　国際化ドメイン名（Internationalized Domain Name、以降IDNと
略記します）のRFCが発行されたのは2003年3月ですから、IDNが標準
化されてもう7年近く経過したことになります。この7年間で、IDNを取り
巻く状況は随分と変化しました。例えば、PC用の主要なブラウザは、全
てIDNに対応したので、IDNのWebサイトへのアクセスは自然と行える
ようになりましたし、さまざまなメディア上でIDNを見かけることも増えて
きました。2010年中には、IDNのTLDまで登場します。

　IDNの標準化に関わった一人として、この広がりを大変に嬉しく思っ
ています。

　IDNの標準化を通じて学んだことは、以下の5点です。

（1） 国外に仲間を作る
　国際標準を作るということは、相当の力が必要であり、独力で成し得
るのは困難です。また、世界中の人が利用するものですから、特定の地
域や国の都合が感じられる提案は、受け入れられるのも困難です。その
ため、国内はもとより国外にも一緒に提案をしていく仲間を作ることが、
標準化組織の場で合意を得るためには重要です。

　具体的にIDNの標準化においてやったことですが、中国・日本・韓国・
台湾のccTLDで共同技術チーム（Joint Engineering Team、以降
JETと略記します）を編成して技術的な検証や提案を共同で行ったり、
IETFでの経験が豊富で影響力がある人にドキュメントの共著者となっ
てもらったりしました。個別にJETの会合を開き、時には12時間以上に
も及ぶ激しい議論を繰り返しながら4者の意見を集約し、それをIETFで
提案することで説得力を持たせ、標準化を進めることができました。

（2） 実装を作る
　IDNの標準化過程では、文字列正規化の方式やASCII互換表現
（ASCII Compatible Encoding、以降ACEと略記します）への変換ア
ルゴリズムに複数の提案が行われました。それら提案が、想定したシナ
リオ通りに動作するか、相互接続性を持つか、そもそも実装可能かとい
うことを検証するために、JPNICでmDNkitおよびidnkitという参照実
装を開発し（私もこの開発には深く関わりました）、オープンソースの
ツールキットとして公開しました。提案が実際に動くことを示すことは、標
準化の方式を決定していく上で非常に大きな説得力を持ちました。

　また、idnkitは緩やかなライセンスのツールキットとして開発したため、
ブラウザベンダーやDNSソフトウェアベンダーなどに採用を働きかけ、
早期のIDN環境整備に役立てることができました。

（3） 対立提案を評価する
　前述の通り、IDNの標準化過程では多くのACE変換アルゴリズムが
提案されました。そのため、どのアルゴリズムを採用するのが適切なの
かを判断しなければならず、具体的な評価に基づく比較が必要でした。
そこで、JETで既に登録された多数のIDN（試験登録を含む）をサンプ
ルに、各ACEアルゴリズムを評価し、それぞれのccTLDの観点（韓国
ではハングル、中国・台湾では漢字、日本では漢字と仮名の混合など）
から優れたACEを導き出しました。その結果を合同で「適切と思われる
ACE」としてIETFで提案し、結論として合意されました。

（4） プロトコルと運用を分ける
　中国語文化圏では、台湾などで使われている繁体字と中国などで使
われている簡体字は、例えば「國」と「国」など由来が同じであれば同じ
文字とみなしたいという要求が強くあります。そのため、IDNの標準化過

程において、アルファベットの大文字と小文字を区別しないのと同様に、
それをプロトコルレベルで取り入れるべきという主張が続いていました。
しかし、それは前述のように特定の地域や国の都合であるため受け入れ
られず、一時期平行線をたどっていました。

　IDNの標準化が達成されないことは誰にとっても望まれないことで
あったため、長い議論の末、JETの中でプロトコルでは別の文字として
扱うが、運用では同じ文字として扱うという方針が合意され、そのための
運用ガイドライン作成を行いました。

　この運用ガイドラインはRFC3743として発行され、IDN登録と運用に
関する重要なモデルとなっています。

（5） 標準化はゴールではなく、スタートである
　標準化は、グローバルなサービスを提供するために必要なツールの一
つです。標準化しその標準に準拠することよって、同じ機能を持つサー
ビスや製品を異なる人が実装しても相互接続性が保証されるのです。

　ところで、それらサービスや製品の実装者は、標準と需要があって初
めて実装を開始します。一方、利用者はアプリケーションなどの実装が
あって初めてサービスを利用するため、往々にして鶏と卵問題を引き起
こします。

　IDNの場合は、ブラウザのIDN対応がブレイクスルーでしたが、それも、
IDNの標準化が行われたからこそです。

◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇

　IDNが標準化され、IDN登録サービスが始まり、IDN対応アプリケー
ションが普及したことにより、IDNの利用が増加しました。それに伴って
新たな課題が見つかっています。例えば、見かけが文字に良く似た記号
を使って、著名ドメイン名との誤解を招くようなドメイン名を登録できて
しまう問題の解決などです。運用対処だけでは困難なこともあるため、
現在、IDNの標準そのものの改訂作業が行われています。改訂作業も
最終段階にあり、今年中には新しいRFCが発行される見込みです。

　プロトコルが見直され、改訂されていくということは、それがグローバル
に使われていることの証左であると言えるでしょう。IDNがホットトピック
となりそうな今年、IDNの歴史を振り返って見るということは、なかなか
興味深いのではないかと思います。
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　今回の会合は、理事のスケジュールを調整した結果、IETFおよ

びICANNとは独立して開催することになりました。開催場所は、

オランダのアムステルダムで、2009年12月4日（金）〜5日（土）

の日程で行われました。アムステルダムでの会合場所の近くに

は、前ISOC議長（Daniel Karrenberg氏）が所属する、RIPE 

NCC（Reseaux IP Europeans Network Coordination 

Centre）のオフィスもあります。ちなみに、PTT（Staatsbedrijf 

der Posterijen, Telegrafie en Telefonie: オランダ電信電話

局、現KPN社）のメインオフィスだったビルの隣にあり、夕食のレス

トランに向かう途中に通りがかることから、いろいろな説明をしても

らいました。

　今回の会合の重要な議題は、以下の二つでした。

（1） W3Cへの財政的支援に関して

　 　既にプレス報道が行われていますが、ISOCは、W3C※1と標

準化活動などに関して戦略的な協調関係を構築することとし、

そのために、ISOCからW3Cに対して、財政的な支援を行うこ

とになりました。会合にはWWWの産みの親でもある、W3Cの

代表であるTim Berners-Lee氏（米国MIT教授）が出席しまし

た。氏から理事会に対して今回の提案に関する説明と、それに

続いて質疑応答が行われました。W3CがIETFのように、オー

プンな標準化活動を推進することが可能な組織なのか、どのよ

うな協調が可能なのか、さらに、財政を健全化するためにどのよ

うな組織改革が計画されているかなどが、議論されました。議論

の結果として、3年間をめどに財政的な支援をISOCがW3Cに

対して行うことになったわけですが、その内容に関してはきちん

と監査・評価を行い、W3Cが機敏で包括的かつ柔軟性に富ん

だ組織機構を展開しない場合には、3年間の確約は行わないこ

とがコンセンサスとなりました。

（2） ISOCの財政の強化に関して

　 　ISOCの収入の大部分がPIR※2からの寄与に依存している

ことは、常に、改善すべき課題であるとの認識があります。今回

の会合では、2010年度の予算計画だけではなく、今後3年間

の予算計画も議論されました。戦略的にPIR以外からの収入

の増加が提案されていましたが、理事会としては、『根本的な改

善案になっていない』との結論に至り、急遽、2010年1月中に

電話会議を開催し、運営スタッフ側からの再提案を審議するこ

ととなりました。

　本会合では、IETFの開催状況に関する報告もIAOCから行わ

れます。2009年11月に広島で開催された、第76回IETF会合

に関しての報告も行われ、ほとんどすべての会合参加者から、広

島会合の成功とその努力に対する感謝と敬意が表されました。 あ

らためまして、関係各位のご尽力とご努力に深く感謝申し上げま

す。2010年秋の開催が、中国（北京、ホストは清華大学）に決定

したとの報告も行われ、当然のことながら、コンテンツフィルタリング

（Great Firewall）への懸念などの議論が行われました。

　次回の会合は、IETFが開催される米国カリフォルニア州アナ

ハイムで、2010年3月27日から28日の開催となります。

第9回

江崎 浩のISOC便り

JPNIC副理事長/ISOC理事
江崎 浩

※1 W3C（World Wide Web Consortium）
  WWWで用いられる技術の標準化、相互運用性の確保を目的とする団体で

す。HTML、URI、XML等の技術もW3Cで標準化されました。

※2 PIR（Public Interest Registry）
  PIRは、ISOCによって2002年に設立された非営利企業です。PIRは.ORGトッ

プレベルドメイン（TLD:Top Level Domain）を管理する役割を担っており、我
が国における「.JP」を管理している株式会社日本レジストリサービス（JPRS）に
似た組織です。

■  IETF76のWebサイト
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